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青
森
大
学
だ
よ
り

青
森
大
学
だ
よ
り

令
和
８
年
４
月
か
ら
総
合
経

営
学
部
と
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
情
報
学

部
で
新
し
い
学
び
が
ス
タ
ー
ト
す

る
。
こ
れ
ま
で
社
会
学
部
が
行

な
っ
て
き
た
、
地
域
社
会
を
取
り

巻
く
諸
問
題
を
分
析
し
そ
の
解
決

策
を
探
る
学
び
に
、「
ビ
ジ
ネ
ス
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
や
「
情
報
技
術
」

の
手
法
を
加
え
て
総
合
経
営
学
部

新時代の学び ２学部に新コース

未
来
考
え
る
人
材
育
成

総
合
経
営
学
部
「
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
」

総合経営学部
学部長
前田　済

令和８年
4月から
令和８年
4月から

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
情
報
学
部
「
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
コ
ー
ス
」

と
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
情
報
学
部
へ
発

展
的
に
継
承
さ
れ
る
。　
　
　
　

　
総
合
経
営
学
部
に
新
設
さ
れ
る

　
今
回
の
知
の
統
合
に
よ
り
、
地

方
に
お
け
る
少
子
高
齢
化
や
人
口

減
少
、
地
球
温
暖
化
な
ど
の
諸
問

題
に
対
応
し
、
特
定
の
専
門
分
野

だ
け
に
偏
ら
ず
総
合
的
で
学
際
的

な
能
力
を
修
得
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
と
し
ま
す
。
同
時
に
学
生
一
人

一
人
の
能
力
を
最
大
限
伸
ば
す
こ

と
に
よ
っ
て
、
地
域
社
会
の
発
展

の
原
動
力
と
な
る
優
れ
た
人
材
の

育
成
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
在
学
生
も
こ
れ
ま
で

の
社
会
学
の
専
門
的
な
学
び
に
加

え
て
、
知
の
統
合
に
よ
る
柔
軟
な

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
履
修
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

　
新
時
代
へ
向
け
た
学
び
の
再

編
に
伴
い
、
令
和
８
年
度
の
学

生
募
集
を
停
止
す
る
。　
　
　

地
域
の
課
題
解
決
力
を
養
う

社
会
学
部
の
募
集
停
止
、本
学
は
３
学
部
に

「
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
」

で
は
、
人
口
減
少
や
イ
ン
フ
ラ
の

老
朽
化
、
自
然
災
害
と
い
っ
た
社

会
問
題
に
対
し
て
、
社
会
調
査
や

デ
ー
タ
分
析
を
活
用
し
、
経
営
的

視
点
か
ら
実
効
性
の
あ
る
地
域
づ

く
り
の
方
法
を
探
る
。
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
や
デ
ー
タ
の
具
体
的
分

析
手
法
を
学
ぶ
授
業
を
充
実
さ

せ
、
起
業
や
自
治
体
職
員
、
シ
ン

ク
タ
ン
ク
な
ど
、
多
彩
な
キ
ャ
リ

ア
に
つ
な
が
る
。　
　
　
　
　
　

　
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
で

は
、
社
会
学
部
で
実
践
さ
れ
て
き

た
ノ
ウ
ハ
ウ
に
経
営
的
手
法
を
加

味
し
た
知
の
統
合
に
よ
り
、
企
業・

行
政
・
地
域
と
連
携
し
た
デ
ー
タ

に
基
づ
い
た
効
率
的
な
企
業
モ
デ

ル
や
効
果
的
な
政
策
を
提
案
す
る

力
を
養
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　

　
ま
た
、
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
・
会
計
コ
ー
ス
、
ス
ポ
ー

ツ
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
、
フ
ィ
ー
ル

ド
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
コ
ー
ス
の
視
座

か
ら
も
総
合
的
に
捉
え
、
持
続
可

能
な
輝
か
し
い
未
来
像
を
考
え
る

人
材
を
育
成
し
ま
す
。　
　
　
　

　
今
日
の
社
会
で
は
、
複
雑
化
す

る
課
題
に
対
し
て
柔
軟
か
つ
創
造

的
な
解
決
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
コ
ー
ス

は
、
理
系
と
文
系
の
異
な
る
視
点

が
交
差
す
る
新
し
い
学
び
の
場
で

す
。
本
コ
ー
ス
で
は
、
地
域
や
ビ

ジ
ネ
ス
、
健
康
、
さ
ら
に
は
多
文

化
共
生
と
い
っ
た
社
会
的
課
題

を
、
情
報
技
術
の
力
を
使
っ
て
解

決
で
き
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

　
学
問
の
枠
を
越
え
た
実
践
的
な

学
び
を
通
じ
て
、
学
生
た
ち
は
社

会
課
題
に
対
す
る
新
た
な
ア
プ

ロ
ー
チ
を
見
つ
け
、
未
来
を
切
り

拓
い
て
い
く
力
を
養
い
ま
す
。

ソフトウェア情報学部
学部長
黒田　茂

社会学部
学部長
清川　繁人

柔
軟
な
学
び
が
可
能
に

文
理
交
差
の
学
び
の
場

　
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
コ
ー
ス
で

は
、
理
系
と
文
系
の
異
な
る
視
点

が
交
差
す
る
こ
れ
ま
で
に
な
い
新

し
い
学
び
を
追
求
す
る
。
４
つ
の

モ
デ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
設
定
し

て
お
り
、
自
身
の
興
味
や
強
み
を

追
求
し
た
学
び
を
実
現
す
る
。　

　
地
域
問
題
解
決
系
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
で
は
、
地
域
社
会
学
や
社
会
調

査
な
ど
の
社
会
学
の
基
礎
を
身
に

つ
け
な
が
ら
、
地
域
社
会
の
課
題

を
テ
ー
マ
と
す
る
Ｐ
Ｂ
Ｌ
を
通
し

て
実
践
的
な
ス
キ
ル
を
磨
き
、Ｉ

Ｔ
を
活
用
し
て
地
域
社
会
の
未
来

を
つ
く
る
人
材
を
育
成
す
る
。

　
Ｐ
Ｂ
Ｌ（
Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ　

Ｂ
ａ
ｓ
ｅ
ｄ　
Ｌ
ｅ
ａ
ｒ
ｎ
ｉ
ｎ

ｇ
）
と
は
、
課
題
解
決
型
学
習
の

略
称
だ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
健
康
課
題
解
決
系
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
で
は
、
福
祉
や
健
康
に
関
す
る

基
礎
科
目
を
学
び
な
が
ら
、
そ
れ

ら
に
関
す
る
課
題
を
テ
ー
マ
と
す

る
Ｐ
Ｂ
Ｌ
を
通
し
て
実
践
的
な
ス

キ
ル
を
磨
く
。Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た

福
祉
の
実
現
を
通
し
て
地
域
社
会

の
未
来
を
つ
く
る
人
材
を
育
成
す

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ビ
ジ
ネ
ス
課
題
解
決
系
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
経
営
戦
略
論
や

金
融
論
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
論
や
経

営
組
織
論
な
ど
の
経
営
学
の
基
礎

を
学
び
な
が
ら
、
地
域
の
ビ
ジ
ネ

ス
課
題
を
テ
ー
マ
と
す
る
Ｐ
Ｂ
Ｌ

を
通
し
て
実
践
的
な
ス
キ
ル
を
磨

く
。Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス

を
通
し
て
地
域
社
会
の
未
来
を
つ

く
る
人
材
を
育
成
す
る
。　
　
　

　
多
文
化
共
生
系
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

で
は
、
多
文
化
共
生
論
や
日
本
語

論
、
英
語
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
論

な
ど
を
学
び
な
が
ら
、
多
文
化
共

生
を
テ
ー
マ
と
す
る
Ｐ
Ｂ
Ｌ
を
通

し
て
実
践
的
な
ス
キ
ル
を
磨
く
。

Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
の
創
出
や
仕
組
み
作

り
を
通
し
て
地
域
社
会
の
未
来
を

つ
く
る
人
材
を
育
成
す
る
。　
　

　

　

インターフェースコースの学び

探求ループ

「探求ループ」のイメージ図

地域マネジメントコースの
学びの循環

地域社会に
貢献する

「力」を育てる

実 
践

体    
験

学 び
学び、実践、体験の学習モデルをもとに、

多くの成長機会を提供する

　
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
情
報
学
部
に
新

設
さ
れ
る
「
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス

コ
ー
ス
」
で
は
、
地
域
や
ビ
ジ
ネ

ス
、
健
康
や
多
文
化
共
生
の
中
で

抱
え
る
「
課
題
」
と
「
情
報
技
術
」

の
知
識
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
仕
組

み
と
し
て
、
デ
ザ
イ
ン
思
考
に
基

づ
い
た
「
探
求
ル
ー
プ
」
を
用
い
、

こ
れ
ま
で
解
決
で
き
な
か
っ
た
課

題
の
解
決
や
、
よ
り
効
率
的
な
仕

組
み
を
構
築
で
き
る
人
材
の
育
成

を
目
指
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
同
コ
ー
ス
に
は
４
つ
の
モ
デ
ル

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
て
い

る
。
推
奨
科
目
を
履
修
す
る
こ
と

で
、
自
身
の
興
味
や
強
み
を
追
求

し
た
学
び
を
実
現
で
き
る
。　
　

　
本
学
は
、
総
合
経
営
学
部
、

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
情
報
学
部
、
薬

学
部
の
３
学
部
と
な
る
。　
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地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス

は
、
経
営
的
視
点
で
地
域
課
題
を

分
析
し
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く

り
を
目
指
す
。
青
森
を
フ
ィ
ー
ル

ド
に
多
彩
な
手
法
で
実
践
的
に
学

び
、
企
業
・
行
政
・
住
民
と
連
携

し
解
決
策
を
導
く
力
を
養
う
。
地

域
の
発
展
に
貢
献
し
、
学
び
を
通

じ
て
新
た
な
可
能
性
を
広
げ
る
。

　
同
学
部
で
は
こ
れ
ま
で
も
、
企

業
・
行
政
・
地
域
住
民
と
連
携
し

た
取
り
組
み
を
展
開
し
て
き
た
。 　

「
青
森
大
学
ブ
ラ
ン
ド
の
日
本
酒

づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、

学
部
の
学
生
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
日

本
酒
「
純
米
吟
醸
青
森
大
学
」
を
、

酒
米
の
田
植
え
か
ら
稲
刈
り
、
仕

込
み
作
業
、
ラ
ベ
ル
デ
ザ
イ
ン
ま

情
報
技
術
の
視
点
で
問
題
解
決

で
を
地
域
の
酒
造
会
社
、
酒
店
と

連
携
し
な
が
ら
展
開
し
て
い
る
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
令
和
４
年
度

か
ら
継
続
し
て
行
っ
て
お
り
、
今

年
度
で
４
年
目
と
な
る
。　
　
　

　
な
お
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

「
知
の
統
合
」
と
「
文
理
融
合
」

経
営
的
視
点
で
地
域
課
題
分
析

　
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
コ
ー
ス
で

は
、
理
系
と
文
系
の
異
な
る
視
点

が
交
差
す
る
こ
れ
ま
で
に
な
い
新

し
い
学
び
を
追
求
す
る
。
４
つ
の

モ
デ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
設
定
し

て
お
り
、
自
身
の
興
味
や
強
み
を

追
求
し
た
学
び
を
実
現
す
る
。　

　
地
域
問
題
解
決
系
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
で
は
、
地
域
社
会
学
や
社
会
調

査
な
ど
の
社
会
学
の
基
礎
を
身
に

つ
け
な
が
ら
、
地
域
社
会
の
課
題

を
テ
ー
マ
と
す
る
Ｐ
Ｂ
Ｌ
を
通
し

て
実
践
的
な
ス
キ
ル
を
磨
き
、Ｉ

Ｔ
を
活
用
し
て
地
域
社
会
の
未
来

を
つ
く
る
人
材
を
育
成
す
る
。

　
Ｐ
Ｂ
Ｌ（
Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ　

Ｂ
ａ
ｓ
ｅ
ｄ　
Ｌ
ｅ
ａ
ｒ
ｎ
ｉ
ｎ

ｇ
）
と
は
、
課
題
解
決
型
学
習
の

略
称
だ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
健
康
課
題
解
決
系
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
で
は
、
福
祉
や
健
康
に
関
す
る

基
礎
科
目
を
学
び
な
が
ら
、
そ
れ

ら
に
関
す
る
課
題
を
テ
ー
マ
と
す

る
Ｐ
Ｂ
Ｌ
を
通
し
て
実
践
的
な
ス

キ
ル
を
磨
く
。Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た

福
祉
の
実
現
を
通
し
て
地
域
社
会

の
未
来
を
つ
く
る
人
材
を
育
成
す

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ビ
ジ
ネ
ス
課
題
解
決
系
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
経
営
戦
略
論
や

金
融
論
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
論
や
経

営
組
織
論
な
ど
の
経
営
学
の
基
礎

を
学
び
な
が
ら
、
地
域
の
ビ
ジ
ネ

ス
課
題
を
テ
ー
マ
と
す
る
Ｐ
Ｂ
Ｌ

を
通
し
て
実
践
的
な
ス
キ
ル
を
磨

く
。Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス

を
通
し
て
地
域
社
会
の
未
来
を
つ

く
る
人
材
を
育
成
す
る
。　
　
　

　
多
文
化
共
生
系
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

で
は
、
多
文
化
共
生
論
や
日
本
語

論
、
英
語
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
論

な
ど
を
学
び
な
が
ら
、
多
文
化
共

生
を
テ
ー
マ
と
す
る
Ｐ
Ｂ
Ｌ
を
通

し
て
実
践
的
な
ス
キ
ル
を
磨
く
。

Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
の
創
出
や
仕
組
み
作

り
を
通
し
て
地
域
社
会
の
未
来
を

つ
く
る
人
材
を
育
成
す
る
。　
　

　

　

青
森
大
学
の
「
あ
お
り
ん
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
認
定
さ
れ
て
お
り
、
学

生
た
ち
の
思
い
を
形
に
す
る
た
め

の
活
動
資
金
を
提
供
す
る
仕
組
み

が
あ
る
こ
と
も
、
本
学
の
大
き
な

特
徴
と
な
っ
て
い
る
。　
　
　
　

　
ほ
か
に
も
、
地
元
企
業
で
あ
る

株
式
会
社
サ
ン
デ
ー
と
連
携
し
、青

森
県
な
ら
で
は
の
自
然
資
源
の
有

効
活
用
や
、子
ど
も
の
学
び
や
健
康

を
支
援
す
る
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
「
あ

お
も
り
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

を
令
和
５
年
度
か
ら
開
催
し
て
い

る
。
な
お
、
本
学
は
株
式
会
社
サ

ン
デ
ー
と
令
和
６
年
度
に
連
携
協

定
を
締
結
し
た
。
同
社
が
大
学
と

協
定
を
締
結
す
る
の
は
、
本
学
が

初
だ
っ
た
。         　
　
　
　
　
　
　

　
今
後
も
総
合
経
営
学
部
は
、
社

会
学
部
と
の「
知
の
統
合
」に
よ
り
、

学
び
と
体
験
を
通
じ
て
実
践
力
を

発
揮
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指

す
。
更
な
る
学
び
の
進
化
が
期
待

さ
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
コ
ー
ス

地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス


